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お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
県

健
康
福
祉
局
長 

笠
松　

淳
也

社
会
援
護
課
長 

日
下　

仁
彦

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

主
幹 

関
野　

弘
美

主
任
専
門
員 

村
川
ち
ど
り

主
任
専
門
員 

掛
本　
　

彰

専
門
員 

舩
石　

幸
恵

専
門
員 

川
尻　

博
満

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

 

電
話　

082

－
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－

３
０
３
6

　
　
　
　
　
　

 

■ 　
　
　
　
　
　

広
島
市

健
康
福
祉
局
長 

糸
山　
　

隆

健
康
福
祉
局
次
長 

久
保　

雅
之

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
長 

荒
木　

清
希

健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長 

松
村　

建
宏

保
険
年
金
課
課
長
補
佐

（
事
）
管
理
係
長 

井
上　

和
義

保
険
年
金
課
主
事 

福
永　

玲
子

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課 

主
事
（
追
悼
式
補
助
金
担
当
）

 

山
本　

勝
彦

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
９
１

　この塔は、地元広島の彫刻家圓鍔勝三氏に依頼して制作されたものです。
　五重塔は逆三角形の塔とし、中心柱の先端を折れた形にしていますが、これは動員
学徒が勉学半ばで犠牲になったこと、伸びんとするものが座折したことを表現してい
ます。
　御本尊は、多くの犠牲者の中には色々の宗旨の方がおられることを想定して、観音
像とマリア像が調和した本尊にすべく、像の顔部分は観音様にし頭部に宝冠、背には
エンゼルの羽、手には蓮花ならぬ英霊の花を持ち、水々しい慈愛に満ちた姿に表現さ
れています。
　塔の高さは十二メートル・鉄筋コンクリート製・有田焼陶板張り仕上・平和の女神
像と八羽の鳩を配した末広がり五層の塔で中心柱に慰霊の灯明が装置されています。

「塔の由来」

圓鍔勝三氏プロフィール
1905年（明治38年）広島県御調郡
河内村（現 尾道市御調町）出身。
河内尋常高等小学校高等科を卒業
後、京都の彫刻師 石割秀光の内弟
子になる。
京都市立商工専修学校、関西美術
院で学んだ後、上京して日本美術
学校彫刻科に入学。
1930年（昭和5年）
第11回帝展にて「星陽」が初入選。
1939年（昭和14年）
第3回文展にて「初夏」特選。
1946年（昭和21年）
第2回日展にて「砂浜」特選。
1947年（昭和22年）
第3回日展にて「しろうさぎ」特選。
1950年（昭和25年）
第6回日展にて「土器を持つ女」特選。
1965年（昭和40年）
第8回日展にて「旅情」文部大臣賞
受賞、1966年 日本芸術院賞受賞。
1971年（昭和46年）
紺綬褒章受章、1976年 勲三等瑞宝
章受章。
1988年（昭和63年）文化勲章受章。
1989年（平成元年）
広島県名誉県民に登録される。
1993年（平成5年）
広島県御調町に圓鍔勝三記念公
園・記念館開館。
2003年（平成15年）逝去。
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広
島
市
健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長

松
　
村
　
建
　
宏

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本

市
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
福

祉
医
療
担
当
課
長
に
就
任
し
、
援
護
行
政

に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

先
の
大
戦
に
お
い
て
負
傷
さ
れ
た
り
、
最

愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
長
い
間
、
肉

体
的
精
神
的
苦
痛
に
耐
え
て
こ
ら
れ
た
も

の
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
戦
後
七
○
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。
今
日
の
わ
が
国
の
平
和
と

繁
栄
の
礎
に
は
、
数
多
く
の
動
員
学
徒
や

女
子
挺
身
隊
員
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
が
あ

る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
は
、
平
和
首
長
会
議
を
構
成
す
る

六
千
五
百
を
超
え
る
加
盟
都
市
と
と
も

に
、
国
連
や
志
を
同
じ
く
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
と
連
携
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核

兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
早
期
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
終
戦
時
に
生
ま
れ
た
市
民
も
70

歳
と
な
る
な
ど
、
戦
後
の
復
興
・
成
長
を

支
え
た
市
民
の
多
く
が
高
齢
者
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
方
々
が
い
き

い
き
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展

と
、
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

10
名
か
ら
20
名
の
会
員
が
、
冬
期
を
除

き
月
2
回
、
慰
霊
塔
周
辺
の
清
掃
、
供
花

の
取
り
替
え
、
古
く
な
っ
た
千
羽
鶴
の
片

づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
1
回
は
、
清
掃
の
あ
と
に
慰

霊
塔
の
す
ぐ
東
隣
の
西
向
寺
様
で
供
養
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
日
程

は
行
事
予
定
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
あ
い
さ
つ

清掃に参加した会員

供養会の模様

動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
︑

供
花
︑
英
霊
供
養
を

行
っ
て
い
ま
す
︒

平
成
2₆
年
度

 

事
業
報
告
書

１
、
広
報
活
勣
の
実
施

⑴
会
報
「
と
も
し
び
」
の
配
布

平
成
26
年
6
月
30
日　

会
報
第
120
号

平
成
26
年
11
月
30
日　

会
報
第
121
号

　

広
報
部
会
に
よ
り
企
画
編
集
を
行

い
、
各
1,
2
0
0
部
印
刷
し
、
会

員
等
に
配
布
し
た
。

⑵
「
慟
哭
の
証
言
」
を
関
係
機
関
等
に

配
布

冊
子
「
働
哭
の
証
言
」
の
増
刷
分
を
、

県
内
公
立
図
書
館
（
103
）
や
関
係
者

に
配
布
し
た
。

⑶
慰
霊
塔
説
明
文
の
増
刷
印
刷

慰
霊
塔
の
説
明
文
を
4
万
枚
増
印
刷

し
た
。

⑷
動
員
学
徒
等
の
業
績
の
顕
彰
と
そ
の

精
神
の
啓
発

慰
霊
塔
の
清
掃
日
時
等
を
利
用
し

て
、
随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、

空
襲
、
動
員
学
徒
の
顕
彰
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

２
、
第
58
回
原
爆
追
悼
式
の
挙
行

　

日　

時　

平
成
26
年
8
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

　

場　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

３
、
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

　

平
成
26
年　

4
月
7
日
、
4
月
21
日

　
　

5
月
7
日
、
5
月
23
日
、
6
月
6
日

　
　

6
月
20
日
、
7
月
7
日
、
7
月
23
日
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8
月
5
日
、
8
月
22
日
、
9
月
5
日

　
　

9
月
19
日
、
10
月
6
日
、
10
月
22
日

　
　

11
月
10
日
、
12
月
5
日
、
12
月
22
日

平
成
27
年　

1
月
15
日
、
2
月
6
日
、

　
　

3
月
6
日
、
3
月
25
日

4
、
役
員
会
等
の
開
催

平
成
26
年
5
月
7
日　

監
事
会

　

平
成
25
年
度
収
支
決
算
関
係

平
成
26
年
5
月
23
日　

理
事
会
・
評
議

員
会

議
案
第
1
号　

理
事
長
・
副
理
事
長

の
選
定

議
案
第
2
号　

平
成
25
年
度
事
業

実
績

議
案
第
3
号　

平
成
25
年
度
一
般

会
計
収
支
決
算

議
案
第
4
号　

平
成
25
年
度
監
査

報
告

平
成
26
年
7
月
7
日　

第
58
回
原
爆

追
悼
式
開
催
要
領
打
合
わ
せ

平
成
26
年
9
月
5
日　

理
事
会
・
評
議

員
会

議
案
第
1
号　

平
成
26
年
度
広
島

県
大
雨
災
害
義
援
金

議
案
第
2
号　

慰
霊
塔
側
溝
整
備

工
事

議
案
第
3
号　

慰
霊
塔
電
気
設
備

補
修
工
事

議
案
第
4
号　

慰
霊
塔
排
水
設
備
・

植
栽

平
成
26
年
9
月
5
日　

第
58
回
原
爆

追
悼
式
反
省
会

平
成
26
年
11
月
10
日　

理
事
会

慰
霊
塔
電
気
設
備
補
修
工
事

慰
霊
塔
敷
地
の
排
水
設
備
点
検

慰
霊
塔
敷
地
の
植
栽
等

事
務
局
長
の
後
任

平
成
27
年
3
月
25
日　

理
事
会
・
評
議

員
会

議
案
第
1
号　

平
成
27
年
度
事
業

計
画
書

議
案
第
2
号　

平
成
27
年
度
一
般

会
計
収
支
予
算
書

議
案
第
3
号　

平
成
27
年
度
原
爆

死
没
者
追
悼
式
典

5
、
福
祉
援
護
事
業

平
成
26
年
8
月
6
日
原
爆
追
悼
式
に
お

い
て
遺
族
等
援
護
相
談
を
実
施
し
た
。

6
、
そ
の
他

⑴
慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
環
境

整
備

慰
霊
塔
側
溝
整
備
工
事

平
成
26
年
10
月
29
日
〜
11
月
14
日

慰
霊
塔
照
明
器
具
更
新
工
事

平
成
27
年
3
月
12
日

⑵
広
島
市
8
・
20
豪
雨
災
害
義
援
金
の

支
出

　

平
成
26
年
8
月
豪
雨
に
よ
る
広
島
市

の
豪
雨
災
害
に
当
た
っ
て
義
援
金
30
万

円
を
広
島
県
共
同
募
金
会
を
通
し
て
支

出
し
た
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
書

1
、
広
報
活
勤
の
推
進

⑴
平
成
27
年
8
月
6
日
の
第
59
回
原

爆
追
悼
式
を
会
員
に
案
内
す
る
。

（
会
報
「
と
も
し
び
」
122
号
に
掲
載

し
、
送
付
す
る
。）

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
を
印
刷
、
配
布

す
る
。

平
成
27
年
6
月
30
日
付
け
第
122
号

及
び
11
月
30
日
付
け
第
123
号
の
会

報
「
と
も
し
び
」
を
各
1,
2
0
0
部

印
刷
し
、
会
員
等
に
配
布
す
る
。

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
動
員
学

徒
の
証
言
集
「
慟
哭
の
証
言
」
を
多

く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
。

⑷
慰
霊
塔
の
前
に
置
い
て
い
る
説
明

文
を
新
た
に
作
成
す
る
。

⑸
増
刷
し
た
冊
子
「
慟
哭
の
証
言
」
を

関
係
者
に
配
布
す
る
。

⑹
慰
霊
塔
の
清
掃
日
時
等
を
利
用
し

て
、参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、空
襲
、

動
員
学
徒
等
の
説
明
を
行
う
。

2
、
第
59
回
原
爆
追
悼
式
の
挙
行

日
時　

平
成
27
年
8
月
6
日
（
木
）

　
　
　

午
前
9
時
か
ら

場
所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

3
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
加

日　

時　

平
成
27
年
8
月
15
日
（
土
）

場　

所　

日
本
武
道
館

4
、
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
及

び
供
養
会
の
実
施

別
紙
「
行
事
予
定
表
」
の
と
お
り

5　

役
員
会
等
の
開
催

定
時
評
議
員
会
及
び
理
事
会
並
び
に

監
事
会
を
開
催
す
る
。

ご
寄
付
お
礼

　

平
成
26
年
9
月
か
ら
平
成
27
年
6
月

ま
で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
　
和
　
隼
　
巳
　
様

　
堀
　
田
　
逸
　
郎
　
様

　

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
次
の
口

座
へ
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局

　

振
替
口
座

　

0
1
3
0
0
︲
6
︲
8
8
5
8

　

一
般
財
団
法
人

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
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� （単位：円）
科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

1　経常利益・経常費用
　1　経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息 19,922 △ 19,922

事業収益 0
追悼式典事業収益 367,000 461,000 △ 94,000

受取補助金等
地方公共団体補助金 539,000 546,000 △ 7,000

受取寄付金
受取寄付金 38,500 79,000 △ 40,500

雑収益
受取利息 48,995 600 48,395
雑収益 820,511 921,911 △ 101,400

経常収益計 1,814,006 2,028,433 △ 214,427
（2）経常費用

事業費
会　議　費 5,954 20,000 △ 14,046
旅費交通費 294,940 359,300 △ 64,360
通信運搬費 254,492 180,415 74,077
消 耗 品 費 208,810 238,974 △ 30,164
修　繕　費 736,864 0 736,864
印刷製本費 261,904 216,480 45,424
光熱水料費 27,998 35,808 △ 7,810
保　険　料 27,410 25,400 2,010
委　託　費 378,000 350,000 28,000
諸　謝　金 1,024,000 800,000 224,000
支払負担金 85,128 850,000 △ 764,872
雑　　　費 675,432 277,960 397,472

事業費計 3,980,932 3,354,337 626,595
管理費
会　議　費 2,000 122,050 △ 120,050
旅費交通費 150,000 100,000 50,000
通信運搬費 60,000 50,000 10,000
消 耗 品 費 25,000 70,000 △ 45,000
印刷製本費 35,000 30,000 5,000
光 熱 水 費 5,000 5,000 0
賃　借　料 0 9,450 △ 9,450
諸　謝　金 256,000 160,000 96,000
公 租 公 課 21,000 71,000 △ 50,000
支払負担金 400,000 580,090 △ 180,090
雑　　　費 155,000 100,000 55,000

管理費計 1,109,000 1,297,590 △ 188,590
経常費用計 5,089,932 4,651,927 438,005
当期経常増減額 △ 3,275,926 △ 2,623,494 △ 652,432

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0
（2）経常外費用 0 0

平成26年度　収支決算書
 （平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）
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科　　　目 実施事業等会計 法人会計 合　　計 備　　考

1　経常利益・経常費用
　1　経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息 0 0

事業収益
追悼式典事業収益 500,000 500,000 追悼式事業収益

受取補助金等 0
地方公共団体補助金 530,000 530,000 広島県、広島市

受取寄付金
受取寄付金 50,000 50,000 一般寄付

雑収益
受取利息 50,000 50,000 定期預金、普通預金
雑収益 700,000 700,000 賽銭収入

経常収益計 1,030,000 800,000 1,830,000
（2）経常費用

事業費
会　議　費 10,000 10,000 茶菓子代
旅費交通費 340,000 340,000 式典、広報部会、供養会
通信運搬費 280,000 280,000 会報発送費、郵送代、電話代
消 耗 品 費 250,000 250,000 生花スタンド、生花等
修　繕　費 100,000 100,000 慰霊塔防水工事
印刷製本費 350,000 350,000 会報、慰霊塔説明文
光 熱 水 費 40,000 40,000 電気・水道
保　険　料 30,000 30,000 傷害保険
委　託　費 420,000 420,000 追悼式会場設営
諸　謝　金 800,000 800,000 報償費
支払負担金 100,000 100,000 ホームページの運用
雑　　　費 460,000 460,000 撤選品、お布施

事業費計 3,180,000 0 3,180,000
管理費
会　議　費 5,000 5,000 役員会、部会等
旅費交通費 200,000 200,000 役員会、部会等
通信運搬費 70,000 70,000 電話、郵送代
消 耗 品 費 50,000 50,000 事務用品等
印刷製本費 40,000 40,000 資料印刷
賃　借　料 10,000 10,000 会議室賃料
諸　謝　金 160,000 160,000 報償費
公 租 公 課 25,000 25,000 法人県民税
支払負担金 400,000 400,000 県社協入居料
雑　　　費 140,000 140,000 お供え、玉ぐし料

管理費計 0 1,100,000 1,100,000
経常費用計 3,180,000 1,100,000 4,280,000
当期経常増減額 △ 2,150,000 △ 300,000 △ 2,450,000

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0
（2）経常外費用 0 0

平成27年度　収支予算書
 （平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）
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大阪市立玉津中学校生徒さんからのメッセージ
平成27年5月に大阪市立玉津中学校三年生の生徒さん153名から平和メッセージが
届きました。その内容の一部を紹介します。
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厚
く
お
礼
を
言
っ
て
、
教
え
て
貰
っ
た

と
お
り
に
道
を
そ
こ
の
角
か
ら
西
に
向

か
っ
て
行
く
と
広
商
の
学
校
の
横
に
出
た

の
で
ひ
と
安
心
し
て
、
や
れ
や
れ
と
思
い

近
道
を
す
る
つ
も
り
が
結
果
は
遠
回
り
し

た
の
で
大
失
敗
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
電
車

通
り
を
比
治
山
橋
か
ら
駅
方
面
に
歩
い
て

行
く
と
両
側
の
家
は
倒
壊
し
、
方
々
で
火

災
が
発
生
し
て
お
り
電
柱
は
皆
な
横
に
倒

れ
、
電
線
は
蜘
妹
の
巣
を
破
っ
た
よ
う
に

四
方
へ
垂
れ
下
が
っ
て
前
に
進
む
の
に
上

を
飛
び
越
え
た
り
下
を
潜
っ
た
り
し
て
、

太
陽
と
燃
え
る
炎
で
熱
い
中
を
、
な
る
べ

く
中
央
を
通
る
よ
う
に
し
て
も
火
傷
が
ひ

り
ひ
り
と
痛
み
だ
し
炎
と
煙
の
中
を
よ
う

や
く
比
治
山
下
の
警
察
派
出
所
の
所
ま
で

た
ど
り
着
い
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
は
火
災
の
勢
い
が
凄
く
煙

が
行
方
を
ふ
さ
い
で
い
て
、
と
て
も
的
場

方
面
に
は
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

山
越
え
を
し
て
一
歩
で
も
家
に
近
付
こ
う

と
思
い
、
多
聞
院
の
前
辺
り
に
来
る
と
道

い
っ
ぱ
い
に
負
傷
者
が
蚕
を
並
べ
た
よ
う

に
横
に
倒
れ
て
お
り
「
水
を
下
さ
い
、
助

け
て
下
さ
い
」
と
通
る
人
に
両
手
を
差
し

延
ば
し
て
呻
き
声
を
振
り
絞
り
な
が
ら
助

け
を
求
め
て
お
り
、
坂
道
で
少
し
傾
斜
は

あ
る
が
道
の
両
端
も
中
央
も
負
傷
者
が
一

杯
で
、
そ
こ
を
通
る
た
め
に
は
そ
の
人
達

を
踏
ま
な
い
よ
う
に
飛
び
越
え
な
が
ら
速

く
通
ら
な
い
と
助
け
を
求
め
て
足
に
抱
き

つ
か
れ
そ
う
で
あ
っ
た
。
負
傷
者
の
衣
服

は
先
程
の
雨
に
も
濡
れ
て
火
傷
と
共
に
び

し
ょ
び
し
ょ
で
あ
り
、
老
人
と
女
性
や
子

供
が
多
く
、
死
ん
で
い
る
者
は
殆
ど
い
な

い
よ
う
で
重
症
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
自

分
の
三
メ
ー
ト
ル
程
前
を
中
年
の
男
性
が

二
人
歩
い
て
お
り
、
そ
の
後
に
急
い
で
追

い
付
い
た
。
続
い
て
行
く
と
左
側
に
山
へ

入
る
道
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
登
っ
て
行
く

と
、
道
は
無
く
な
り
三
人
で
一
休
み
し
て

い
た
時
、
上
空
に
敵
の
飛
行
機
が
近
付
く

音
が
し
て
き
た
の
で
、
又
、
爆
弾
を
落
と

さ
れ
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
近
く
の

松
の
大
木
が
数
本
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
陰

に
分
か
れ
て
う
ず
く
ま
っ
て
居
る
と
直
ぐ

に
敵
機
は
去
り
、
偵
察
に
来
た
の
だ
と

思
っ
た
。
二
人
の
行
き
先
を
尋
ね
る
と
戸

坂
方
面
と
聞
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
別
れ

て
右
側
の
方
に
向
け
て
、
山
を
越
え
て
お

り
る
と
段
原
町
で
あ
っ
た
。
家
屋
は
あ
ま

り
被
害
が
無
い
よ
う
で
火
災
も
発
生
し
て

お
ら
ず
、
人
が
全
然
居
な
い
よ
う
に
静
か

で
あ
っ
た
。
路
地
を
東
に
向
か
っ
て
歩
い

て
行
く
と
川
に
出
て
東
大
橋
が
見
え
て
き

た
。

　

暑
さ
と
傷
が
痛
み
だ
し
た
の
で
、
口
の

中
は
乾
い
て
水
が
飲
み
た
い
と
思
っ
た
が

以
前
か
ら
水
を
飲
む
と
こ
ん
な
時
は
倒
れ

る
と
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
我
慢
し
て

歩
い
て
い
る
と
広
い
道
に
出
た
、
行
き
会

う
人
は
多
く
な
り
誰
も
無
言
で
歩
い
て
い

る
、
こ
れ
迄
に
知
っ
た
人
に
は
誰
に
も

逢
え
な
い
と
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
、
橋
の
西
詰
を
父
の
姿
が
こ
ち
ら
に
向

か
っ
て
近
付
い
て
来
る
の
が
見
え
た
。
初

め
て
知
っ
た
人
に
会
え
た
の
が
父
で
あ
っ

た
。「
お
父
さ
ん
」
と
大
き
な
声
が
自
然

と
出
た
。
涙
は
出
な
か
っ
た
が
物
凄
く
嬉

し
く
て
言
葉
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
程

で
あ
っ
た
。
父
は
警
防
服
に
ゲ
ー
ト
ル
を

巻
き
戦
闘
帽
を
か
ぶ
り
そ
の
姿
が
非
常
に

頼
も
し
く
見
え
た
。
私
か
ら
呼
ば
な
い
と

父
か
ら
は
息
子
で
あ
っ
て
も
、
誰
で
あ
る

の
か
目
だ
け
出
し
て
包
帯
を
巻
い
て
い
る

の
で
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
後
か
ら
聞
か

さ
れ
た
。
先
ず
最
初
に
父
に
「
水
が
飲
み

た
い
」
と
頼
み
「
よ
し
飲
め
」
と
言
わ
れ

た
の
で
、
辺
り
を
見
る
と
民
家
の
横
に
水

道
の
蛇
口
が
あ
る
の
が
見
つ
か
り
、
蛇
口

を
捻
っ
て
ひ
と
し
き
り
水
を
出
し
て
か
ら

口
を
濯
い
で
か
ら
ガ
ブ
ガ
ブ
と
水
を
飲
ん

だ
、
暑
か
っ
た
為
か
水
が
冷
た
く
感
じ
ら

れ
て
父
に
逢
え
た
嬉
し
さ
と
安
心
感
で
腹

も
減
っ
て
い
る
し
実
に
水
が
美
味
し
く
思

え
た
。

　

父
は
家
か
ら
自
転
車
で
私
と
母
を
広
島

ま
で
探
し
に
来
て
く
れ
て
い
た
と
わ
か
っ

た
。
勿
論
国
鉄
の
汽
車
も
バ
ス
も
交
通
は

ス
ト
ッ
プ
し
て
動
い
て
お
ら
ず
、
親
の
有

り
難
さ
が
身
に
し
み
た
。
父
と
出
会
う
の

が
一
分
で
も
三
十
秒
で
も
違
っ
て
い
れ
ば

互
い
に
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
思
え
ば
、

仏
様
や
神
様
の
お
陰
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
偶
然
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
は
思

え
る
が
余
り
に
も
不
思
議
で
有
り
難
く
感

謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

　

比
治
山
を
越
え
て
長
く
歩
い
て
い
た
の

で
、
顔
や
手
に
巻
い
た
包
帯
と
胸
や
肩
に

巻
い
て
も
ら
っ
て
い
る
ゲ
ー
ト
ル
が
緩
ん

で
い
た
の
で
、
父
に
締
め
直
し
て
も
ら
い

二
人
で
東
大
橋
を
連
れ
立
っ
て
渡
っ
た
。

父
の
自
転
車
は
橋
の
東
詰
に
置
い
て
あ
り

一
般
人
は
橋
か
ら
市
内
に
向
か
っ
て
は
危

険
だ
か
ら
這
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
進
入

を
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
の
場
所

に
自
転
車
を
置
い
て
あ
っ
た
。
着
て
い
る

服
装
が
役
に
た
ち
、
橋
を
渡
っ
て
市
内
に

向
か
っ
た
の
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。

（
次
回
に
続
く
）

警
報
な
き
空
井
野
口
　
靖
　
弘

動
員
学
徒
「
慟
哭
の
証
言
」
よ
り
抜
粋
⑶
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あ
と
が
き

　

六
月
も
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
修
学
旅
行
生
が
「
ひ
ろ
し
ま
」

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
と
し
は
被
爆
70

周
年
の
せ
い
か
往
年
よ
り
多
く
感
じ
ま

す
。
赤
い
帽
子
、
白
い
帽
子
、
黄
色
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
子
供
達
が
、
平
和
公
園
の

中
を
走
り
回
っ
て
取
材
し
て
い
ま
す
。

　

「
動
員
学
徒
の
慰
霊
塔
」
に
も
多
く
の

子
供
達
が
お
参
り
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
日
、
お
参
り
を
し
て
く
れ
た
の
は
宇

品
小
の
児
童
達
で
し
た
。
友
達
と
色
々
な

こ
と
を
話
し
あ
い
、
色
ん
な
こ
と
を
見
付

け
あ
っ
て
研
究
ノ
ー
ト
に
記
入
し
て
お
り

ま
し
た
。「
宇
品
小
」
と
聞
い
て
、
な
つ
か

し
い
多
く
の
友
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
た
事

で
し
た
。
七
二
年
前
、
私
は
千
田
国
民
学

校
（
小
学
校
）
を
卒
業
し
、
進
徳
高
女
の

生
徒
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

御
幸
橋
を
渡
っ
て
通
学
し
て
い
た
人
達
と

学
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
達
が

宇
品
、
皆
実
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
の
で
、

大
変
な
つ
か
し
い
も
の
を
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。
只
々
残
念
な
こ
と
は
原
爆
で
み
な

さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

又
〝
宇
品
〟
は
、
宇
品
港
と
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
出
来
な
い
場
所
と
な
っ
た
の
で

す
。
昭
和
十
二
年
七
月
支
那
事
変
が
起

り
、
沢
山
の
兵
士
が
こ
の
宇
品
港
か
ら
中

国
へ
征ゆ

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
見
送
り
を

広
電
本
社
前
の
電
車
道
で
し
た
も
の
で
し

た
。
丁
度
小
学
一
年
生
の
時
で
し
た
。

　

二
度
と
戦
争
が
起
ら
な
い
よ
う
に
。

　

只
々
平
和
な
世
界
を
望
み
ま
す
。（

寺
前
）

平成27年度　行事予定表
� 平成27年4月1日現在

一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会
年 月 日 曜 備　考 月 日 曜 備　考

平　

成　

27　

年

４ ６ 月 清掃後読経 ４ 28 火 清掃

５ ７ 木
清掃
監事会（県社会福
祉会館）

５ 20 水
清掃後読経
定時評議員会･理
事会（西向寺門信
徒会館）

６ ５ 金 清掃後読経 ６ 19 金 清掃

７ ６ 月

清掃後読経
８月６日追悼式打
ち合わせ会
会報「ともしび」
封筒入れ（西向寺
本堂）

７ 21 火 清掃

８
５ 水 清掃後供養会

８ 21 金 清掃
６ 木 第59回原爆死没者

追悼式

９ ７ 月
清掃後読経
追悼式反省会

（西向寺本堂）
９ 18 金 清掃

10 ６ 火 清掃後読経 10 20 火 清掃

11 ９ 月 清掃後読経 ／ ／ ／

12 ７ 月
清掃後読経
会報ともしび封筒入
れ（西向寺）

12 21 月 清掃

平
成
28
年

１ 15 金 清掃後読経 ／ ／ ／

２ ５ 金 清掃後読経 ／ ／ ／

３ ７ 月 清掃後読経 ３ 25 金
清掃
理事会・臨時評議員会
（西向寺門信徒会館）

（注）
１ 慰霊塔付近の清掃は、午前９時30分からです。雨天の場合

も実施します。
２ 「西向寺」様の都合によって、日程変更する場合があります。

平成27年度旧軍人・軍属、
遺族等援護相談会日程表

※午前12時から午後1時までは、相談を受けて
いません。（全会場共通）

◎社会援護課（広島県庁本館5階）援護恩給
グループでは、月曜日から金曜日（昼休憩
（午前12時～午後1時）・祝日を除く｡）まで、
常時ご相談を承っています。

お問い合わせ先
　広島県健康福祉局 社会援護課
　（〒730-8511 広島市中区基町10-52）
　電話（082）513-3036

場　　　　所

尾道市役所公会堂別館
(3階32号室)
尾道市久保一丁目15－1
TEL(0848)38-9111

広島県呉庁舎第２庁舎
(2階201会議室)
呉市西中央―丁目3－35
TEL(0823)22-5400

広島県東広島庁舎
(2階栄養指導室)
東広島市西条昭和町13－10
TEL(082)422-6911

広島県廿日市庁舎第２庁舎
(1階101・102会議室)
廿日市市桜尾二丁目2－68
TEL(0829)32-1181

広島県福山庁舎第３庁舎
(8階381・382会議室)
福山市三吉町一丁目1－1
TEL(084)921-1311

広島県三次庁舎第３庁舎
(1階101会議室)
三次市十日市東四丁目6－1
TEL(0824)63-5181

月日／時間

９月１日(火）
10：00～15：00

７日(月)
10：00～15：00

９日(水)
10：00～15：00

１５日(火)
10：00～15：00

18日（金）
10：00～15：00

２９日(火)
10：00～15：00


